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有
線
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
切
り
替
え 

  

小
笠
原
村
で
は
７
月
１
日
よ
り
、
現
在
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ

電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
放
送
を
終
了
し
、
村
内
光
ケ
ー

ブ
ル
網
を
利
用
し
た
有
線
テ
レ
ビ
放
送
に
移
行
し
ま

す
。
各
ご
家
庭
、
事
業
所
の
受
信
機
器
（Ｖ
―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
）

設
置
工
事
は
終
了
し
、
機
器
の
動
作
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
有
線
テ
レ
ビ
放
送
で 

 

は
、
「
地
デ
ジ
難
視
対
策
衛
星
放
送
」(

以
下
「
衛
星

放
送
」)

と
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
再
送
信
の
ほ 
 

か
、
来
年
７
月
24
日
ま
で
は
、
衛
星
放
送
を
ア
ナ
ロ

グ
に
変
換
し
同
時
配
信
す
る
の
で
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
で
も
衛
星
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
・
教
育
、
日
本
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
テ
レ
ビ
東
京
、
東
京
Ｍ

Ｘ
テ
レ
ビ
は
録
画
放
送
）

 
こ
の
衛
星
放
送
は
、
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
完
全
移
行
し
て
か
ら
も

７
か
月
間
継
続
し
た
後
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。 

【
有
線
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
調
整
に
つ
い
て
】 

７
月
１
日
よ
り
本
年
９
月
末
日
ま
で
の
間
は

有
線
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
「
移
行
調
整
期
間
」
と
し

て
、
利
用
料
金
の
徴
収
は
致
し
ま
せ
ん
。
無
料
で

テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
ま
す
。 

※
前
払
い
さ
れ
て
い
る
方
へ
は
、
別
途
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。 

【
衛
星
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
】 

 
 

こ
の
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
備
え
た
テ
レ
ビ
、
レ
コ
ー
ダ
ー
等

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（地
デ
ジ
の
み
に
対
応
し
て

い
る
テ
レ
ビ
で
は
視
聴
で
き
ま
せ
ん
） 

ま
た
、
事
前
に
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
を
通
じ

て
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
（Ｄ
ｐ
ａ
）へ
の
利
用

申
請
が
必
要
で
す
。
（個
人
で
の
Ｄ
ｐ
ａ
へ
の
直
接

申
請
は
受
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
） 

【
有
線
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
宅
内
切
り
替
え
工
事
】 

有
線
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
宅
内
の
切
り
替
え
工

事
は
、
各
自
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ 

 
 

し
、
本
年
１
月
１
日
現
在
、
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組

合
組
合
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
管
理
組
合
で
切
り

替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
の
日
程
等
に
つ
い

て
は
、
後
日
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

※
一
例
と
し
て
３
波
共
聴
対
応
（
地
上
波
・
Ｂ
Ｓ
・ 

Ｃ
Ｓ
）
Ｔ
Ｖ
、
ア
ナ
ロ
グ
Ｔ
Ｖ
（
地
上
波
ア
ナ
ロ

グ
の
み
）
と
の
接
続
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。 

                                 

【
小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
へ
の
加
入
】 

 
 

有
線
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、
テ
レ
ビ

視
聴
管
理
組
合
に
加
入
し
、
利
用
料
金
を
お
支
払

い
頂
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
有
線
テ
レ
ビ
放
送
へ

の
「
移
行
調
整
期
間
」
終
了
後
は
、
加
入
者
以
外

は
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。 

 
 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
は
、
各
世
帯
、
各
事

業
所
ご
と
の
加
入
が
必
要
で
す
。
住
居
と
事
業
所

が
別
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
が
、
ま
た
ア
パ

ー
ト
な
ど
集
合
住
宅
の
場
合
も
各
世
帯
ご
と
の
加

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 

《
地
デ
ジ
放
送
、
地
デ
ジ
工
事
に
つ
い
て
》 

 
 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

《
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
つ
い
て
》 

 
 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 

２
―
３
５
１
０ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
関
す
る
お
願
い 

  

現
在
、
一
部
の
お
客
様
に
よ
る
大
容
量
フ
ァ
イ
ル

の
転
送
等
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

な
く
な
っ
た
り
、
通
信
速
度
が
極
端
に
低
下
す
る
等

の
障
害
が
度
々
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

 

村
内
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
は
、
１
回

線
あ
た
り
上
り
２
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
、
下
り
10
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
の

衛
星
回
線
を
数
回
線
束
ね
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
ど
な
た
か
一
人
が
デ
ジ
カ
メ
プ
リ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
等
の
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
の
転
送
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
と
、
回
線
を
占
有
し
て
し
ま 

 
 

い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
に
障
害
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
源
を
皆
で
共

有
し
、
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
は
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

5/27現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

４月気象状況   （父島） 

最高気温   27.2℃ 

最低気温   16.0℃ 

平均気温   21.9℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量  159.5mm 

住民基本台帳登録者数（５/1）  
 

 

             2,471人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,016人   455人 
 

 

 

  世帯      1,095    239 

ＮＯ．５６９ 

平成 22 年(2010) 

６/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

※分波器は、テレビ視聴管理組合にて、実費領布

を予定しています。 
（値段は、約1,500円～2,000円程度です。） 
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父
島
返
還
祭 

 
今
年
も
、
小
笠
原
諸
島
の
返
還
を
記
念
し
た
父
島

返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。 

 

当
日
は
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の

出
店
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も

「
産
業
祭 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭
」
関
連
の
催
し

も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。 

 
 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
26
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
返
還
祭
（前
夜
祭
・
当
夜
祭
） 

  

６
月
３
日
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
今
年
の
母
島
返
還
祭
は
、
前
夜
祭
、
当
夜
祭
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。 

 

前
夜
祭
、
当
夜
祭
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

表
彰
式
、
演
芸
大
会
お
よ
び
夜
店
の
出
店
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
夜
祭
で
は
本
格
的
な
花
火
の

打
ち
上
げ
も
行
い
ま
す
。 

多
数
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
26
日
（土
）
前
夜
祭 

 
 
 
 

６
月
27
日
（日
）
当
夜
祭 

 
 
 
 

両
日
と
も
午
後
６
時
30
分
か
ら 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

母
島
返
還
祭
実
行
委
員
会
事
務
局 

（母
島
支
所
庶
務
係
） 

 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

硫
黄
島
掃
海
訓
練
に
よ
る
操
業
制
限 

 

硫
黄
島
周
辺
海
域
で
防
衛
省
に
よ
る
掃
海
訓
練

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。 

訓
練
期
間
中
は
制
限
水
域
で
の
航
行
や
操
業
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
６
月
21
日
（月
）〜
30
日
（水
） 

 

【
制
限
水
域
の
範
囲
】 

次
の
図
の
と
お
り
（ア
〜
ウ
区
域
） 

【
制
限
事
項
】 

制
限
水
域
内
の
航
行
お
よ
び
漁
業
の
操
業
の

禁
止 

          

 
●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
（法
定
義
務
） 

  

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅
（共
同
住
宅
・
寮
を

含
む
）に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
村
の
火
災
予
防
条
例
で
は
そ
の
設
置
期
日
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。 

 

平
成
18
年
６
月
１
日
よ
り
、
新
築
の
住
宅
に
つ
い

て
は
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。 

 

◎
な
ぜ
設
置
す
る
の
か
？ 

 
 

 現
在
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
、
死
に
至
っ
た
原
因
の

約
７
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
ア
メ

リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
が
半
減
す
る
な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
本
で
も
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か
？ 

 

主
に
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

                    

◎
ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば
よ
い
の
か
？ 

 

設
置
の
必
要
が
あ
る
部
屋
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

           

※
住
宅
に
次
の
よ
う
な
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

合
は
免
除
さ
れ
ま
す
。 

 

○
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備 

○
自
動
火
災
報
知
設
備 

○
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 

村
で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺

の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
の
き
ざ
し
の
見
つ

け
方
な
ど
の
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の
対

策
も
行
い
ま
す
。 

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も

な
く
切
れ
る
方
な
ど
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
シ
ロ

ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
６
月
１
日
（火
）〜
14
日
（月
） 

【
対
策
日
程
】
６
月
９
日
（水
）〜
17
日
（木
） 

※
点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
場
合
は
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
納
期 

 

平
成
22
年
度
個
人
住
民
税
（村
民
税
・
都
民
税
）

第
１
期
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日
（水
）で
す
。
お
忘

れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申

し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

認
定
農
業
者
制
度
説
明
会 

  

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
す
る
農
業
者
が
立
て
た
計
画
を
市
町
村
が
認
定

し
、
そ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
た
農
業
者
の
取
り
組

み
を
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
制
度

で
す
。 

台 
 

所 

居 
 

間 

屋
内
階
段 

子
供
部
屋 

寝 
 

室 

部
屋
の
種
類
等 

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

設
置
す
る
と
よ
り
安
全
で
す 

寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
上
部
に
必
要 

（避
難
階
は
除
く
） 

寝
室
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
必
要 

必
要 

設
置
す
る
必
要
の
有
無
等 

 

◎煙や熱を感知して、警報音や音声で火災を知らせます。 

◎寝室・廊下・階段には煙式を取り付けてください。 

台所には熱式警報機が適しています。 

◎価格はメーカー・機能により異なりますが、多くは１個５千円～１
万円程度です。 
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農
業
経
営
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ 

 
り
、
農
業
者
が
自
ら
作
成
す
る
「
農
業
経
営
改
善
計

画
」
が
村
の
農
業
基
本
構
想
に
即
し
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
る
と
、
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
認
定
農
業
者
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
16
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
〜
４
時
30
分 

 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
17
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
〜
４
時
30
分 

 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
６
月
８
日
（火
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

教
科
書
見
本
展
示
会 

 

平
成
23
年
度
か
ら
、
小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
頂
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
期
間
】 

６
月
４
日
（金
）〜
７
月
７
日
（水
） 

 
 

（父
島
母
島
と
も
、
土
日
・
祝
日
を
除
く
。
） 

【
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
15
分 

 
 

 
   

    
    

    
    

   
    

（母
島
は
、
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
場
所
】
《
父
島
》
村
役
場
ホ
ー
ル 

 
 
  

  
 

《
母
島
》
母
島
支
所
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会  

   

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
小
学
校 

学
校
公
開 

  

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
次
の
日
程
で
学
校
公
開
を

実
施
し
ま
す
。 

こ
の
学
校
公
開
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
学

習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
で

の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
、
本
校
の
教

育
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
ご
多
用
と
は
存
じ
ま

す
が
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
６
月
５
日
（土
） 

【
時
間
割
】 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

小
笠
原
中
学
校 

学
校
公
開 

  

小
笠
原
中
学
校
の
学
校
公
開
を
次
の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。 

道
徳
の
研
究
授
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
家
庭

科
・
通
級
学
級
は
２
人
の
初
任
の
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ

研
究
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
研
究
授
業
以
外

の
時
間
は
、
各
学
年
各
教
科
の
授
業
を
公
開
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

 

【
６
月
３
日
（木
）
】 

◎
道
徳
研
究
授
業
（全
学
年
） 

 

《
時
間
》 

 
 

○
１
年
生 

午
前 

８
時
20
分
〜 

９
時
10
分 

 
 

○
３
年
生 

午
前

 

10
時
20
分
〜
11
時
10
分 

 
 

○
２
年
生 

午
後 

１
時
30
分
〜 

２
時
20
分 

 

《
場
所
》
各
学
年
教
室 

◎
全
校
吹
奏
楽
練
習
（２
、
３
年
生
） 

 

《
時
間
》
６
校
時 

 

【
６
月
４
日
（金
）
】 

◎
家
庭
科
研
究
授
業
（１
年
生
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
20
分
〜
９
時
10
分 

 

《
場
所
》
１
年
教
室 

 

◎
通
級
学
級
研
究
授
業 

 

《
時
間
》
午
前
９
時
20
分
〜
10
時
10
分 

 

《
場
所
》
ヤ
シ
の
実
教
室 

【
そ
の
他
】 

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

お
詫
び
と
訂
正 

  

先
月
号
掲
載
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

本
紙
面
を
借
り
て
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

【
訂
正
箇
所
】 

国
民
健
康
保
険
税
（
２
ペ
ー
ジ
図
）
賦
課
限
度

額
（介
護
保
険
分
） 

《
誤
》
９
万
円
↓
《
正
》
10
万
円 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
６
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
６
月
７
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

  

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
17
日
（木
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
）、
③
11
枚
綴

り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
、
村
役
場
村
民
課
ま
た

は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
年
間
入
林
申
請
（
年
間
パ
ス
）
を
受
け
て
い
る
方 

は
、
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

小
笠
原
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル 

敷
設
事
業
の
着
手
に
つ
い
て 

 

東
京
都
で
は
、
小
笠
原
村
の
情
報
格
差
を
解
消 

し
、
住
民
生
活
の
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
小
笠

原
村
父
島
及
び
母
島
ま
で
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設

す
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
実

施
に
よ
り
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
と
な
り
ま
す
。 

４校時 ３校時 ２校時 １校時 

（午
前
11
時
10
分
〜
11
時
55
分
） 

避
難
訓
練 

（午
前
10
時
20
分
〜
11
時
５
分
） 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室 

（午
前
９
時
15
分
〜
10
時
） 

各
教
室
に
て
授
業 （午

前
８
時
25
分
〜
９
時
10
分
） 

各
教
室
に
て
授
業 
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海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
等
の
情
報
基
盤
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
完
了
さ

せ
る
た
め
、
こ
の
度
、
島
内
の
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

一
般
道
路
に
ケ
ー
ブ
ル
を
埋
設
す
る
際
は
、
改
め

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

工
事
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
父
島
】
９
月
中
旬
（道
路
上
で
の
試
験
掘
お
よ
び 

自
衛
隊
基
地
内
は
６
月
中
旬
） 

【
母
島
】
７
月
か
ら 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

３
―
２
１
２
１ 

 

農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
意
欲
あ
る
農
業
者

の
技
術
向
上
を
目
的
に
「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
栽
培
」
で
す
。 

【
対
象
者
】
農
業
従
事
者 

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】 

 
 

６
月 

母
島
の
生
産
農
家
見
学 

 
 

９
月 

土
作
り
と
定
植 

 
 

11
月 

電
照
に
よ
る
開
花
調
整 

 
 

２
月 

人
工
受
粉
・
施
肥
管
理
法 

 
 

５
月 

収
穫
期
の
管
理 

【
講
師
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
職
員 

 
 
 
 

 

営
農
研
修
所
職
員 

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
の
上
、

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
母
島
で
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
営
農
研
修
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

《
母
島
》
営
農
研
修
所 

 
 
 

３
―
２
１
２
９ 

 

  

講
演
会
の
開
催 

 

◎
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン 

タ
ウ
ン
を
は
じ
め
よ
う 

〜
観
る
・
観
せ
る
だ
け
の
自
然
か
ら 

人
と
自
然
が
有
機
的
に
さ
さ
え
あ
い 

響
き
あ
う
生
き
方
へ
〜 

 

【
日
時
】
６
月
16
日
（水
）
午
後
６
時
〜
９
時 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
講
師
】
中
園 

順
子 

※
予
約
不
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

火
薬
類
に
関
す
る
知
事
試
験 

 

【
試
験
日
】
８
月
22
日
（日
）
午
後
１
時
〜 

【
会
場
】
読
売
理
工
医
療
福
祉
専
門
学
校
（港
区
芝
） 

※
今
年
度
よ
り
、
島
嶼
部
の
試
験
会
場
は
廃
止
と

な
り
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】 

 
 

６
月
22
日
（火
）〜
７
月
１
日
（木
） 

当
日
消
印
有
効 

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

（
社
）東
京
都
火
薬
類
保
安
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
２
７
９
―
２
５
２
９ 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
巡
視
船
い
ず
一
般
公
開 

【
日
時
】
６
月
26
日
（土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

【
場
所
】
お
が
さ
わ
ら
丸
岸
壁 

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で

当
日
直
接
岸
壁
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
事
案
発
生
等
に
よ
り
巡
視
船
い
ず
が
入
港

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
航
路
ブ
イ
交
換
作
業
（設
標
船
ぎ
ん
が
） 

【
期
間
】
６
月
５
日
（土
）〜
９
日
（水
）ま
で 

（
二
見
港
、
沖
港
） 

◎
海
上
保
安
官
募
集 

【
受
付
期
間
】
５
月
28
日
（金
）〜
６
月
11
日
（金
） 

※
受
験
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２
―
７
１
１
８ 

 テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
免
除
制
度 

 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
で
は
、
次
の
条

件
に
該
当
す
る
世
帯
組
合
員
に
つ
い
て
、
利
用
料
の

減
額
免
除
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
管
理

組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
全
額
免
除
】 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合 

○
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
が
行
わ
れ
た
区
域
内

に
お
い
て
、
当
該
救
助
に
係
る
災
害
に
よ
り
半

壊
、
半
焼
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上
の
程
度
の
被

害
を
受
け
た
建
物
を
有
す
る
場
合 

【
半
額
免
除
】 

世
帯
を
構
成
す
る
者
す
べ
て
が
次
の
①
〜
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、 

① 

村
民
税
非
課
税 

② 

65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
20
年
１
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、
合
計
所
得
が
１
２
５

万
円
以
下
で
あ
る
場
合 

③ 

平
成
18
年
度
は
村
民
税
非
課
税
で
あ
っ
た

が
、
平
成
19

年
度
以
降
収
入
の
増
額
が
な 

 

く
、
税
源
移
譲
に
よ
り
村
民
税
課
税
に
該
当
す

る
場
合 

 

か
つ
次
の
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合 

Ⅰ 

世
帯
の
中
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
（視
覚
、

聴
覚
、
肢
体
不
自
由
１
、
２
級
）を
有
す
る
者

が
い
る
場
合 

Ⅱ 
世
帯
の
中
に
、
戦
傷
病
者
手
帳
（特
別
項
症
、

第
１
款
症
）を
有
す
る
者
が
い
る
場
合 

Ⅲ 

世
帯
の
中
に
、
精
神
疾
患
（１
度
、
２
度
）

を
有
す
る
者
が
い
る
場
合 

Ⅳ 

世
帯
の
中
に
、
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
場
合 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
ビ
ー
デ
祭 

【
日
時
】
６
月
６
日
（日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分 

【
内
容
】 

本
校
生
徒
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
展
示
、
模

擬
店
な
ど 

【
そ
の
他
】 

○
本
校
の
模
擬
店
で
使
用
す
る
食
器
は
、
土
へ
還

る
エ
コ
ト
レ
ー
で
す
。
分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

○
下
足
入
れ
持
参
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま 

す
。 

○
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 ◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
（中
級
） 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
あ
る
程
度
利
用
し
て
い
る
方
が

対
象
の
講
座
で
す
。
日
本
語
入
力
が
で
き
、
ワ
ー
プ

ロ
ソ
フ
ト
（ワ
ー
ド
な
ど
）の
初
歩
的
な
使
い
方
が
で

き
る
こ
と
を
前
提
に
、
表
計
算
ソ
フ
ト
（エ
ク
セ
ル
）

の
応
用
的
な
使
い
方
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
（パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
、
画
像
処
理
ソ
フ
ト
（
フ
ォ

ト
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
レ
メ
ン
ツ
）の
利
用
方
法
に
つ
い
て

実
習
を
行
い
ま
す
。 

【
時
間
】
午
後
６
時
〜
８
時 

【
日
程
お
よ
び
内
容
】 

 

①
６
月
23
日
（水
） 

 
  
 
  

  

《
内
容
》
表
計
算
ソ
フ
ト
（エ
ク
セ
ル
）計
算
・ 

 
 
 
 
 

 
  

 
  

関
数 

 

②
６
月
24
日
（木
） 

 
  
 
  

  

《
内
容
》
表
計
算
ソ
フ
ト
（エ
ク
セ
ル
）
並
び 

 
 
 
 
 

 
  

 
  

換
え
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
集
計 

 

③
６
月
25
日
（金
） 

 
           

《
内
容
》
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の 

 
 
 
 

  
  

 
  

  
 
  

  
 

使
い
方 

 

④
６
月
28
日
（月
） 

 
 

《
内
容
》
画
像
処
理
ソ
フ
ト
の
使
い
方
（基
礎
編
） 

 

⑤
６
月
30
日
（水
） 

 
 

《
内
容
》
画
像
処
理
ソ
フ
ト
の
使
い
方
（応
用
編
） 

【
講
師
】
小
笠
原
高
校
教
師 
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【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
20
名
（希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
） 

【
費
用
】
受
講
料 

 
 

１
０
０
０
円 

 
 
 
 

テ
キ
ス
ト
代 

２
４
９
９
円 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

 
 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
10
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
３
４
１ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（図
書
室
含
む
）は
館
内
清
掃

の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
臨
時
休
館
日
】
６
月
５
日
（土
） 

 

◎
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

父
島
図
書
室
で
は
、
郷
土
小
笠
原
に
関
す
る
資
料

を
広
く
集
め
て
い
ま
す
。 

地
域
資
料
を
誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
次
の
時
代

へ
文
化
遺
産
と
し
て
保
存
し
て
い
く
こ
と 

は
、
地
域

図
書
館
の
大
切
な
使
命
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
笠
原
関
係
資
料
は
、
現
在
約
５
０
０
冊
の
蔵
書

が
あ
り
、
貸
出
可
能
な
１
階
開
架
コ
ー
ナ
ー
と
閲
覧

の
み
の
２
階
貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
あ
り
ま
す
。

【小
笠
原
諸
島
返
還
42
周
年
記
念
・展
示
コ
ー
ナ
ー
】 

多
く
の
方
の
ご
観
覧
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

○
地
域
資
料
の
一
部
で
、
な
つ
か
し
い
絵
葉
書
・

新
聞
切
抜
・
小
冊
子
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

○
小
笠
原
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
小
笠
原
の
自
然
」
へ
の
願
い
を
カ
ー
ド
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。 

【
小
笠
原
資
料
収
集
ご
協
力
の
お
願
い
】 

 
 

地
域
の
皆
様
か
ら
の
資
料
の
寄
贈
・
情
報
の
提

供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

○
小
笠
原
関
係
の
資
料
で
し
た
ら
新
旧
に
こ
だ
わ

り
ま
せ
ん
。 

○
各
事
業
所
等
で
刊
行
物
を
作
成
し
た
場
合
に 

は
、
開
架
用
・
保
存
用
と
し
て
２
部
を
ぜ
ひ
御

寄
贈
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
貴
重
本
の
閲
覧
に
は
予
約
手
続
き
が
必
要
で
す
】 

貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
資
料
を
閲
覧
希
望

の
方
は
予
約
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
予
約

か
ら
閲
覧
ま
で
は
数
日
か
か
り
ま
す
。 

現
在
そ
し
て
未
来
の
小
笠
原
村
民
に
手
渡
す

貴
重
な
記
録
資
料
で
す
。
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
資
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も 

検
索
で
き
ま
す
】 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/w

w
w
.ogasaw

ara.or.jp
/

内
で
公
開
し
て
い
る
「
小
笠
原
情
報
デ
ー
タ 

 
ベ
ー
ス
」
で
父
島
図
書
室
所
蔵
の
小
笠
原
関
係
資

料
も
検
索
で
き
ま
す
。
ご
自
宅
で
検
索
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
閲
覧
や
貸
出
を

ご
希
望
の
方
は
、
図
書
受
付
に
て
予
約
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

２
―
２
９
１
１ 

 
 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
15
日
（火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
17
日
（木
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を 

 

除
く 

※
次
回
は
、
８
月
の
予
定
で
す
。 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
６
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

小
笠
原
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ナ
イ
ト 

 

合
言
葉
は
「
で
ん
き
を
消
し
て
、
ス
ロ
ー
な
夜
を
」
。

１
年
の
中
で
最
も
夜
の
時
間
が
短
い
夏
至
の
日
に
な

る
べ
く
電
気
を
使
わ
ず
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

今
年
で
８
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
年
々
参

加
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
を
目

指
す
小
笠
原
に
と
っ
て
、
す
て
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
し

ま
し
ょ
う
。 

 

【
参
加
方
法
】 

６
月
21
日
（月
）午
後
７
時
か
ら
10
時
の
間
に

な
る
べ
く
電
気
を
使
わ
ず
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

事
業
所
、
自
動
販
売
機
な
ど
も
消
灯
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

【
過
去
６
月
21
日
の
発
電
量
の
推
移
】 

 

《
平
成
15
年
》
７
０
４
０
Ｋ
Ｗ 

《
平
成
16
年
》
６
４
７
０
Ｋ
Ｗ 

《
平
成
17
年
》
６
３
１
５
Ｋ
Ｗ 

《
平
成
18
年
》
５
７
５
２
Ｋ
Ｗ 

《
平
成
19
年
》
５
７
４
２
Ｋ
Ｗ 

《
平
成
20
年
》
６
３
８
０
Ｋ
Ｗ 

《
平
成
21
年
》
６
１
５
０
Ｋ
Ｗ 

                

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

２
―
３
３
８
６
（清
水
） 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催 

 

【
日
時
】
６
月
20
日
（日
）
正
午
〜 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
友
の
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
６
２
８
（千
葉
） 

 

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談 

 

商
工
会
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「
出
張
金
融
相
談
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。 

 

事
業
資
金
全
般
の
ご
相
談
に
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
担
当
者
が
親
切
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。  

 

環
境
省
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
６
月
20
日
（月
）〜
７
月
７
日
（水
）の
期

間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
電
気
を
消
し

て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減

〜
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
」
を
実
施

し
ま
す
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
次
の
日
程
に
施
設
や
ご
家
庭
の
電
気
の
消

灯
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

６
月
21
日
（月
）
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン 

７
月
７
日
（水
）
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン 

 
 

午
後
８
時
〜
10
時 

 

総
務
課
企
画
政
策
室 
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※
事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
必
ず
事
前
に
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
２
日
（水
）
午
後
２
時
〜
５
時 

 
 
 
 
 
 
 

 

３
日
（木
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
〜
５
時 

 

《
会
場
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ-

し
っ
ぷ
） 

 
 
 
 
 

２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
４
日
（金
）
午
前
10
時
〜
正
午 

《
会
場
》
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（製
氷
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

枝
サ
ン
ゴ
の
群
落
が
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
に
も
な
っ
て
い
る
製
氷
海
岸
を
綺
麗
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
13
日
（日
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

Ｂ
Ｉ
Ｏ

ビ
ー
ア
イ
オ
ー

（
ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
）主

催
「
島
で
あ
そ
び
隊
」
を
６
月
よ
り
開
催
し
ま
す
。 

 

「
自
分
達
が
暮
ら
す
小
笠
原
に
つ
い
て
知
る
」
と

い
う
主
旨
で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
環
境
省
等
と
協

力
し
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
に
つ
い
て
、
学
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 ◎
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
あ
そ
び
隊
！ 

※
抽
選 

 

〜
あ
そ
び
を
通
し
て
、 

 
 

動
物
の
ふ
し
ぎ
に
ふ
れ
て
み
よ
う
〜

【
日
時
】
６
月
19
日
（土
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
中
学
生
） 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
持
ち
物
】
弁
当
、
飲
物
、
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も

い
い
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
・
環
境
省 

【
予
約
方
法
】 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
箱

を
置
き
ま
す
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
６
月
11
日
（金
） 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。
） 

○
詳
細
は
、
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ 

  

今
年
も
お
が
さ
わ
ら
丸
で
の
原
生
自
然
環
境
保
全

地
域
南
硫
黄
島
を
含
む
、
北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
の
３

島
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

島
民
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】
７
月
４
日
（日
）
午
後
７
時
父
島
出
港 

〜
５
日
（月
）
午
後
７
時
父
島
到
着 

【
集
合
時
間
】
午
後
６
時 

二
見
港
船
客
待
合
所
集
合 

【
費
用
】
大
人 

１
万
８
千
円
、
学
生 

１
万
５
千
円
、 

小
人 

９
千
円
（２
等
船
室
使
用
） 

【
申
込
締
切
】
６
月
28
日
（月
） 

【
注
意
事
項
】 

○
参
加
費
に
は
２
等
乗
船
料
金
、
旅
行
傷
害
保
険

料
を
含
み
ま
す
。 

○
上
級
席
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
（別
途
料
金
）
。 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
船
上
か
ら

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

○
海
況
に
よ
り
、
行
程
を
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ogasaw

arak
aiun.co.jp

/ 
 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

                          

                         

専
門
診
療 

 

◎
小
児
科 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
９
日
（水
）午
後 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

（
午
後
２
時
か
ら
診
察
開
始
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
11
日
（金
）午
前 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

（
午
前
10
時
か
ら
診
察
開
始
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，９１０ (+340) １１，４６０ (+170) 
特 ２ 等 ３４，３６０ (+510) １７，１９０ (+260) 
１ 等 ４５，８２０ (+680) ２２，９１０ (+340) 
特 １ 等 ５２，９８０ (+790) ２６，５００ (+400) 
特 等 ５７，３４０ (+850) ２８，６８０ (+430) 
２等（学割） １８，３４０ (+280)  

２等 
（身体障害者割引） 

１１，４６０ (+170)  ５，７４０ (+90) 
村民割引 
（往復）２等 ３４，３７０ (+510) １７，２００ (+260) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，３５６ (＋152) 

２  等  品 １４，２９６ (＋142) 

３  等  品 １３，１５０ (＋130) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５３８ (＋15) 

０．０７５トン以下  １，１４５ (＋11) 

 

６月の燃料油価格変動調整金  

 ６月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，７１７ （+653） 

２  等  品 ８，１７２ （+612） 

３  等  品 ７，６２８ （+572） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８７３ （+65） 

０．０７５トン以下 ６５８ （+49） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２９０ (+510) ２，１５０ (+260) 

１ 等 ８，５８０ (+1,020) ４，２９０ (+510) 

村民割引 
（往復）２等 ５，５８０ (+660) ２，８００ (+340) 
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乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

 

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科 

 

検
診
の
み
）、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
10
日
（木
） 

午
前
９
時
〜
10
時
30
分 

午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
11
日
（金
） 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級
（歯
科
の
会
） 

 

歯
科
衛
生
士
か
ら
の
お
話
と
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
３
歳
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

【
日
時
】
６
月
29
日
（火
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
必
要
な
も
の
】
母
子
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

 

【
日
時
】
６
月
７
日
（月
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
必
要
な
も
の
】
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

保
健
所
専
門
医
相
談 

 

難
病
の
専
門
医
相
談
に
つ
い
て
、
今
年
は
肝
臓
や

大
腸
な
ど
の
内
臓
に
関
す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

 

専
門
医
の
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
27
日
（日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時 

 
 
 
 
 

６
月
28
日
（月
） 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時 

 
《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
29
日
（火
） 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時 

 

《
場
所
》
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

【
申
込
期
限
】
６
月
21
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

 

肝
臓
病
に
つ
い
て
講
演
会
の
開
催 

 

肝
臓
病
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
28
日
（月
）
午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
母
島
で
は
村
役
場
支
所
大
会
議
室
で
テ
レ
ビ
回

線
を
使
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
講
師
】
鈴
木
義
之
医
師 

 
 
 
 

（虎
ノ
門
病
院
肝
臓
内
科
医
長
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

   

   

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

  

今
月
は
、
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
先
月

号
の
村
民
だ
よ
り
で
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
ス
テ
ッ 

カ
ー
を
配
布
し
ま
し
た
が
、
父
島
・
母
島
の
船
客
待

合
所
や
村
役
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
横
断
幕
、
村
営

バ
ス
や
官
公
庁
な
ど
の
車
に
貼
ら
れ
て
い
る
マ
グ 

ネ
ッ
ト
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
】 

 
 

小
笠
原
諸
島
は
一
度
も
大
陸
と
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
な
い
海
洋
島
で
す
。
小
笠
原
の
生
き
物
や
植

物
は
、
流
木
に
付
着
し
て
海
流
に
流
さ
れ
た 

 

り
、
風
に
飛
ば
さ
れ
た
り
、
鳥
に
運
ば
れ
た
り
し

て
、
偶
然
た
ど
り
着
い
て
独
自
の
進
化
を
と
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
小
笠
原
に
生
命
を
も
た
ら
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
空
・
太
陽
・
海
・
風
・

鳥
が
背
景
に
次
の
よ
う
な
小
笠
原
諸
島
独
自
の
地

質
や
固
有
動
植
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

○
ノ
ボ
タ
ン 

左
に
花
が
３
種
類
見
え
ま
す
。
一
番
左
の
花

び
ら
が
４
枚
の
も
の
が
父
島
の
ム
ニ
ン
ノ
ボ

タ
ン
、
そ
の
上
の
花
び
ら
が
５
枚
の
も
の
が
母

島
の
ハ
ハ
ジ
マ
ノ
ボ
タ
ン
、
一
番
下
が
北
硫
黄

島
の
イ
オ
ウ
ノ
ボ
タ
ン
で
す
。
イ
オ
ウ
ノ
ボ
タ

ン
は
、
白
黒
だ
と
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
ピ
ン

ク
色
を
し
て
い
ま
す
。 

○
ボ
ニ
ナ
イ
ト
（無
人
岩
） 

ノ
ボ
タ
ン
の
す
ぐ
下
で
す
。
プ
レ
ー
ト
の
沈

み
込
み
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
い
時
期
に
発
生

す
る
岩
石
で
す
。
世
界
で
最
初
に
小
笠
原
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。 

○
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ 

一
番
下
の
葉
が
細
長
い
植
物
で
す
。
小
笠
原

で
は
、
休
憩
所
の
屋
根
や
踊
り
の
際
の
腰
ま
き

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

○
カ
タ
マ
イ
マ
イ
属 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
の
上
に
乗
っ
て
い
る

カ
タ
ツ
ム
リ
で
す
。
小
笠
原
の
固
有
陸
産
貝
類

を
代
表
す
る
存
在
で
す
。 

○
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト 

右
に
見
え
る
大
き
な
ハ
ト
で
、
推
定
個
体
数

は
40
個
体
以
下
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
繁
殖
地

で
は
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
設
定
し
、
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。 

○
ア
コ
ウ
ザ
ン
シ
ョ
ウ 

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
右
横
の
植
物

で
す
。
ミ
カ
ン
科
の
固
有
種
で
、
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
が
好
ん
で
そ
の
実
を
食
べ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
小
笠
原
諸
島
に
生
命
を
も
た
ら
し

た
海
・
風
・
鳥
な
ど
を
バ
ッ
ク
に
、
小
笠
原
の
さ
ま

ざ
ま
な
固
有
種
や
希
少
種
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
世
界
自
然
遺
産
推
薦
地
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。 

            

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
ピ
ア
ス
、
鳥
島
に
お
引
っ
越
し
？
」 

  

３
月
下
旬
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る
日
本
大
学

生
物
資
源
科
学
部
に
て
、
日
本
水
産
学
会
春
季
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
受
付
で
渡
さ
れ
た
講

演
要
旨
集
は
と
て
も
分
厚
く
、
お
目
当
て
の
題
目
を

探
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
鯨
類
に
関
す
る
発
表

を
聞
き
に
、
い
ざ
発
表
会
場
へ
！ 

 

会
場
で
は
生
理
や
遺
伝
、
音
響
な
ど
に
関
す
る
発

表
が
あ
り
、
質
疑
応
答
で
は
盛
ん
に
意
見
交
換
が
行

世界自然遺産へ向けた 
ロゴマーク 
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わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
伊
豆
鳥

島
で
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
調
査
の
発
表
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
イ
ル
カ
調
査
隊
が
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド

ウ
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調
査
を
小
笠
原
周
辺
海
域
で

行
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
２
１
５
個
体
が
識
別
さ

れ
て
い
ま
す
。
講
演
内
容
は
、
そ
の
中
の
１
頭
「
ピ

ア
ス
（個
体
識
別
番
号
＃
39
）
」が
伊
豆
鳥
島
で
目
撃

さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

             

伊
豆
鳥
島
で
は
、
三
重
大
学
や
京
都
大
学
な 

 

ど
、
多
く
の
研
究
機
関
か
ら
生
態
、
行
動
、
音
響
、

遺
伝
子
解
析
の
専
門
家
が
集
結
し
、
平
成
20
年
10

月
に
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鳥
島
の
調
査
グ
ル
ー

プ
と
Ｏ
Ｗ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
い
る
個
体
識
別

写
真
を
照
合
し
た
結
果
、
ピ
ア
ス
が
鳥
島
に
い
る
と

い
う
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
Ｏ
Ｗ
Ａ
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
ピ
ア

ス
は
平
成
18
年
に
目
撃
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
小
笠

原
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
小

笠
原
か
ら
４
０
０
km
以
上
も
離
れ
た
鳥
島
ま
で
の

移
動
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
分
布
の
変

化
が
成
長
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
季
節
に

よ
る
も
の
な
の
か
、
詳
細
に
つ
い
て
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
回
の
結
果
は
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ

イ
ル
カ
の
分
布
や
移
動
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
長
期
に
渡
っ
て
調
査
を
続

け
た
イ
ル
カ
調
査
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の
努

力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
も
イ
ル
カ
調
査
を
継
続
し
、
他
の
地
域
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
事
に
し
な
が
ら
調
査
を
行
っ
て

い
け
ば
、
ま
た
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

皆
さ
ん
、
お
楽
し
み
に
！ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
109 

 

小
笠
原
で
産
卵
す
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
３
月
頃

に
沖
合
で
交
尾
行
動
が
観
察
さ
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

初
亀
の
シ
ー
ズ
ン
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
好
き
な
人
に  

と
っ
て
は
、
待
ち
に
待
っ
た
季
節
と
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
産
卵
期
に
ウ
ミ
ガ
メ
は
小
笠
原
に

や
っ
て
来
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
ビ
ー

デ
ビ
ー
デ
の
花
が
咲
く
頃
、
小
笠
原
の
夏
を
予
感
さ

せ
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
小
笠
原
に
や
っ
て
く
る
ウ
ミ
ガ
メ
た

ち
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
関
東

周
辺
に
は
、
甲
長
40

cm
か
ら
60

cm
の
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
が
年
間
40
頭
前
後
、
海
岸
に
漂
着
し
ま
す
。
遺

伝
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
関
東
に
生
息
す
る
ウ
ミ
ガ

メ
の
88

％
は
小
笠
原
生
ま
れ
の
カ
メ
だ
と
い
う
こ

と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
紀
伊
半
島
か
ら
西
側
で  

は
、
成
熟
し
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
も
打
ち
上
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
で
標
識
を
装
着
し
た
メ
ス
ガ
メ
の

多
く
は
、
紀
伊
半
島
か
ら
西
側
で
再
補
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
成
熟
し
た
カ
メ
た
ち
は
西
日
本
に

多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か   

 

し
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
は
、
沿
岸
に
生
息
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
食
べ
て
い
る
餌
に
よ
っ
て
、
体
内
に
蓄
積
す

る
窒
素
や
炭
素
の
安
定
同
位
体(

若
干
重
さ
が
違
う

同
じ
元
素)

の
含
有
量
の
比
に
相
違
が
み
ら
れ
、
地
球

規
模
的
な
緯
度
の
違
い
が
そ
の
比
に
よ
っ
て
決
定
づ

け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
産
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
３
割
は
沿
岸
に
生
息
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
金
華
山
沖
、
数
百
km
の
と
こ
ろ
に
生
息
し
て
い

る
外
洋
性
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
種
の
成
熟
ガ
メ
で
、
沿
岸
性
と
外
洋
性
の
ウ
ミ
ガ

メ
が
い
る
こ
と
は
、
オ
サ
ガ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
ヒ
メ
ウ

ミ
ガ
メ
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
世
界
で
は
最
先
端
の
ホ
ッ

ト
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

               

◎
大
村
海
岸
に
て
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
中 

 

大
村
海
岸
で
４
月
25
日
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
が

観
察
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
は
例

年
に
比
べ
て
早
い
よ
う
で
す
。
今
年
も
大
村
海
岸
で

夜
間
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産
卵
の
観
察
を
行
い
、
上

陸
し
て
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
標
識
放
流
を
行
い
ま
す
。

６
月
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
、
毎
日
ス
タ
ッ
フ
が
見  

回
っ
て
い
ま
す
。 

ウ
ミ
ガ
メ
の
観
察
に
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。
海

岸
で
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
た
り
、
海
岸
で
歩
き
回
っ
た

り
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
不
注
意
に
近
づ
い
た
り
す
る 

 

と
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
産
卵

を
途
中
で
止
め
た
り
し
ま
す
。
産
卵
の
見
学
を
ご
希

望
の
方
は
、
一
言
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ

い
。 簡

単
な
ウ
ミ
ガ
メ
の
解
説
や
ご
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

  
  

  
http:/

/b
onin-

oce
an.net 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を 

      
 
 
 
 
 
 

守
る
た
め
に 

 

都
立
大
神
山
公
園
内
の
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
の
多
い
海
岸
で
す
。 

６
月
か
ら
８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が

産
卵
の
た
め
に
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図
で
示
し

た
場
所
（蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
の
植
栽
地
）
に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

                       

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

（財
）
東
京
都
公
園
協
会
大
神
山
公
園 

 
 
 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
７
１
７
０ 

  

背ビレにある穴が特徴の「ピアス」 

初寝浦で観察されたバスキング（昼寝）の様子。 

ハワイでは有名な行動なのですが、小笠原では
あまり観察されていません。 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 １２４ 号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

保健師：今月は母島診療所の歯科衛生士、大江さんにご協力をいただきました。 
 

クジラ：大江さん、ありがとうございました。お口の健康を守ることって、とっても大切なのですね！
 

大 江：えぇ、実際に、 

「風邪やインフルエンザは適切なブラッシングで予防することが可能」 

ということが研究で明らかになっているのです。
 

クジラ：えっ！それはすごいことじゃないですか！！私も頑張って磨きます！ 
 

大 江：口の中を清潔に保つことは全身の健康につながります。 
みなさんも「食べたら磨く！」を心がけてくださいね！ 

6 月 4 日（金）はむし歯予防デー、そして 4 日（金）～10 日（木）は「歯の衛生週間」です。 

健康は健口から！ 今月は、お口の健康について考えましょう。 

むし歯、歯周病は風邪などと同じ、「感染症」ということをご存じですか？

細菌や真菌、ウィルスによる感染で起こる「病気」なのです。 

適切なブラッシングで 

お口の健康を守りましょう！ 

よく噛んで食べよう！ 

フロスで歯と歯の間のプラークを落とそう！ 

よく噛むことの効能：合言葉は「卑弥呼の歯がいーぜ！」

ひ：肥満予防 

み：味覚が発達する 

こ：言葉の発音がはっきりする 

の：脳が発達する 

は：歯の病気を防ぐ 

が：がん予防 

い：胃腸の働きをよくする 
ぜ：全身の体力向上と全力投球 

目標は 1 くち 30 噛み！

しっかり磨こう！ 

～フロスの効果～ 

ハブラシでブラッシングしただけでは、プラー

クの除去効果は５０％ですが、デンタルフロス

を使うと９０％にアップします。 

ハブラシでは届かない歯の側面についたプラ

ークや、歯と歯の間に入りこんだ食べかすを、

フロスを使ってきれいに取り除きましょう。 

～フロス（デンタルフロス）とは？～ 

みなさんの耳には「糸ようじ」という言

葉の方がなじみ深いでしょうか。むし歯

や歯周病の原因であるプラーク（歯垢）

の除去に効果的な口腔ケアグッズです。 

主に右の２つのタイプがあります。 

乳幼児用 

仕上げ磨き用 

学童用 

おとな用 

部分磨き用 

←保護者が持ちやすい
ようになっている。 

←子どもが握りやすい

太さ。 

 

←奥歯（第一大臼歯）まで

届きやすい長さ。 

←毛の固さが工夫された 

り持ちやすくデザイン

されたものまで様々あ

る。 

←通常の歯ブラシでは届 

きにくい部分の清掃が

できる。 

歯磨き剤でひと工夫！ 

 
大切な歯を守るために、歯磨き剤

を工夫してみてはいかがですか？ 

以下を参考にしてください。 

①フッ素入り歯磨き剤 

②歯周病予防歯磨き剤 

③知覚過敏症状の予防歯磨き剤 

④フッ素配合ジェル（歯磨き後に歯に塗るもの。） 

入れ歯だって毎日お手入れ！ 

義歯専用ブラシ 

部分用     全体用 

義歯（入れ歯）を洗って満足して

いませんか？ 義歯の隣の歯や、覆

われている歯肉や粘膜、舌の表面

も丁寧に洗うことがお口全体の健

康につながります。 



産婦人科専門診療（父島 ３,４） 認定農業者制度説明会（父島）

シロアリ対策事業予約受付（～14） ビジターセンター講演会（父島）

父島ノヤギ駆除

森林生態系保護地域への入林受付（母島）

入港日 認定農業者制度説明会（母島）

日本政策金融公庫による金融相談（父島 ～３） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

定期予防接種 出港日

小笠原中学校 学校公開（～４）

めちゃめちゃあそび隊

日本政策金融公庫による金融相談（母島）

教科書見本展示会開始（～７/７） ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン（～７/７）

ゲートボール大会（父島）

出港日 フリーマーケット

航路ブイ交換作業開始（～９） 高校図書館開放

地域福祉センター臨時休館

小笠原小学校 学校公開 入港日

小笠原高校ビーデ祭 硫黄島掃海訓練開始（～30）

保健所専門医相談申込締切

母島巡回労働相談 助産師応募締切

ヘルスアップ教室（父島） 小笠原ネイティブナイト～電気を消しましょう～

行政相談所の開設（父島） 火薬類に関する知事試験申込開始（～７/１）

父島ノヤギ駆除 　　　　　　

入港日

村民意見・提案・相談受付 出港日

小児科専門診療（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

小笠原高校コンピュータ講座応募締切

小笠原諸島返還記念日

麻しん風しん予防接種 父島返還祭

（父島  中学１年生・高校３年生対象） 母島返還祭（～27）26 土

25 金

24 木

23 水

22 火

21 月

20 日

19 土

16 水

17 木

18 金

日付 曜日 行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木

（父島  中学１年生・高校３年生対象） 母島返還祭（～27）

小児科専門診療（母島） 巡視船いず一般公開

乳幼児健診・歯科健診（母島）

海上保安官募集締切 入港日　　　（※八丈島寄港便）

島であそび隊応募締切 保健所専門医相談（父島 ～28）

高校図書館開放

出港日

肝臓病について講演会

高校図書館開放 硫黄島３島クルーズ応募締切

ビーチクリーン（製氷海岸）

育児学級（歯科の会）（父島）

保健所専門医相談（母島）

入港日
硫黄島訪島事業（～18） 出港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） 村民税・都民税納期限30 水

29 火

28 月

27 日

26 土

13 日

14 月

15 火

11 金

12 土


